
(1) 第193号 広 報 あ か い け 昭和54年2月1日 

発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 合（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,452人 （増24) 

男 4,514人 （増12) 

女 4,938人 （増12) 

世帯数 2,952世帯（増2) 

出生 11人 転入 40人 

死亡 8人 転出 19人 

(53年12月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

和服姿の女性が目立つ会場（右上はフィストのメンバーたち） 

青春 「はたち」 の祝い 
―男性は背広・女性は和服がズラリ ー 

小雪のちらつく1月15日の成人の日、午前10時30分より町同和対策中央研修所で本町の 

新成人の誕生を祝う式典か行われ、男子80人、女子56人の計136 人か新しく大人の仲間入 

リをした。この日の男子の服装は背広、女子は訪問着姿が目立ち、昨年より9人多い成人 

式であった。記念式典では、池永町長より「これからは若い人の無限の可能性こそ価値が 

ある。それぞれあたえられた自分の道で精一杯がんばって下さい。」 と激励。式典のほか 

永末十四雄・田川市立図書館長の記念講演、また、町民会館での祝賀パーティーでは新成 

人のバンド2 グルーフ”による生演奏力折われ楽しいひとときのうち「はたち」 を祝った。 



(3) 第 193 -i- し、 昭和54年2月1日 第193号 昭和54年2月1日 け し、 カ・ あ
 

報
 

広
 

今月の体協行事 

ノくドミントン選手権大会カ、あなたの参 

加を待っています（31日の練習から） 

大
寒
は
気
付
か
ぬ
う
ち
に
通
り
過
ぎ
た
が
、
突
然
お
そ
っ
て
き
た
冬
将
 

軍
、
寒
波
厳
し
い
二
月
。
今
月
は
二
つ
の
体
協
行
事
が
あ
な
た
を
招
待
し
 

ま
す
。
そ
の
ー
つ
は
、
十
一
日
の
「
体
力
づ
く
り
栄
養
教
室
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
実
技
講
習
会
」
、
も
っ
ー
つ
は
「
第
一
回
赤
池
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
 

権
大
会
」
。
い
ざ
立
ち
て
集
わ
ん
、
町
民
会
館
へ
ー
。
 

初
の
栄
冠
は
だ
れ
に
 

第
ー
回
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
十
 

2
 

（
ム
云
 

明
 

体
協
が
初
め
て
取
り
組
ん
だ
選
手
権
 

大
会
。
初
の
栄
冠
は
、
果
し
て
誰
の
胸
 

に
 

。
こ
の
大
会
を
主
催
す
る
バ
ド
 

ミ
ン
ト
ン
部
は
、
い
ま
そ
の
準
備
に
お
 

お
わ
ら
わ
。
部
員
以
外
か
ら
優
勝
者
が
 

出
た
ら
…
？
・
、
心
配
事
も
ま
た
楽
し
。
 

以
下
こ
の
大
会
の
要
綱
を
お
知
ら
せ
し
 

て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。
 

●
日
時
 
二
月
ニ
十
五
日
（
日
）
 

午
前
 

八
時
三
十
分
受
付
け
、
九
時
試
合
開
 

始。 

●
場
所
 
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

●
参
加
資
格
 
小
学
生
以
上
の
男
女
で
 

①
赤
池
町
在
住
血
鳳
）
赤
池
町
内
の
職
 

「ことしも頑張りますコ 
L ”意気高し、誠心館少年剣士―」 

相
 

場
に
勤
め
る
者
に
限
り
ま
す
。
 

●
試
合
方
式
 
個
人
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
 

●
種
別
 
A
級
【
高
校
、
青
年
、
一
般
 

で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
経
験
が
】
年
 

以
上
あ
る
者
。
 

B
級
H
中
学
生
お
よ
び
高
校
、
青
年
、
 

一
般
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
未
経
験
者
。
 

c
級
n
小
学
生
全
貝
。
 

（
各
ク
ラ
ス
は
男
女
別
に
分
け
ま
す
）
 

●
申
込
み
 
郵
便
ハ
ガ
キ
ま
た
は
事
務
 

局
備
え
つ
け
の
申
込
用
紙
に
限
り
ま
 

す。 

（
電
話
申
込
み
は
ダ
メ
）
 

申
沃
叫
青
の
書
き
方
 
①
住
所
（
職
場
 

名
）
②
氏
々
急
回
性
別
④
種
山
烈
望
ハ
ド
 

ミ
ン
ト
ン
経
験
の
有
鉦
⑥
ハ
ガ
ギ
の
 

宛
先
き
は
赤
池
町
民
会
館
「
体
協
事
 

務
局
」
⑦
締
切
り
は
二
月
二
十
日
。
 

●
参
加
料
 

一
人
三
百
円
（
当
日
受
付
 

け
の
と
き
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
）
 

●
表
彰
 
各
ク
ラ
ス
十
位
ま
で
表
彰
。
 

●
お
願
い
す
る
こ
と
 
①
ラ
ケ
ッ
ト
、
 

上
履
き
ズ
ッ
ク
、
弁
当
は
各
人
持
参
。
 

②
体
育
の
で
き
る
服
装
で
。
ジ
ー
パ
 

ン
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

自
己
の
力
を
試
す
と
き
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
長
 
大
村
 
寛
 

初
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
は
、
 

過
去
の
地
区
対
抗
競
技
と
違
っ
て
あ
ら
 

ゆ
る
面
で
フ
リ
ー
で
す
。
お
ま
け
に
シ
 

ン
グ
ル
ス
戦
で
す
か
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
 

の
助
け
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
 

従
っ
て
、
自
己
の
体
力
と
技
術
を
存
分
 

に
試
す
絶
好
の
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
 

黒
 

長
 

椎
験
の
有
転
 

部
 

は
問
題
外
、
 

村
 

皆
さ
ん
頑
張
 

大
 

〈
一
て
く
だ
さ
 

い。 

男
子
の
参
加
を
期
待
「
 

体
力
づ
く
り
 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
 

湖
 

第
二
回
体
力
づ
く
り
栄
養
教
室
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
実
技
講
習
会
は
二
月
十
一
日
 

午
前
十
時
か
ら
町
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
 

す
。
当
日
は
福
岡
市
教
委
体
育
課
の
千
 

代
島
隆
利
先
生
が
「
昨
年
よ
り
高
度
の
 

ノ 立花会長、中野、花元さん（右側）の 

気合いて懸命に餅をつく田中智くん ツ
 

ア
 

ヤ
 

エイツ 

講
習
内
容
を
…
」
と
の
バ
レ
ー
部
の
要
 

請
に
応
え
て
、
 

「
体
力
づ
く
り
の
理
論
 

と
実
際
」
か
缶
ー
心
に
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養
 

の
相
関
関
係
に
つ
い
て
講
義
し
ま
す
。
 

午
後
は
大
ホ
ー
ル
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

剣
道
部
少
年
剣
士
に
よ
る
新
春
恒
例
 

の
 
「
鏡
開
き
」
 
が
講
道
館
よ
り
ひ
と
足
 

早
い
一
月
七
日
、
町
民
会
館
で
賑
や
か
 

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
と
く
に
直
方
少
年
剣
道
 

部
を
招
き
、
ま
ず
稽
古
初
め
。
赤
池
三
 

人
、
直
方
四
人
の
指
導
員
の
激
励
に
応
 

え
て
、
七
十
三
人
の
少
年
剣
士
が
気
合
 

い
も
鋭
ど
く
猛
稽
古
、
健
康
な
黄
色
い
 

声
が
大
ホ
ー
ル
に
飛
び
交
い
ま
し
た
。
 

真剣に機を受けるバレー部員（昨年の講習会） 

の
実
技
講
習
。
一
対
一
の
パ
ス
練
習
か
 

ら
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
ー
（
組
織
 

プ
レ
ー
）
に
お
け
る
中
級
的
技
術
指
導
 

等
、
講
習
内
容
も
豊
富
。
と
く
に
フ
ォ
 

メ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
ー
に
お
け
る
守
備
体
 

制
や
個
人
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
綴
密
 

な
指
導
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
講
習
会
に
は
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
 

部
員
だ
け
で
な
く
、
青
・
壮
年
男
子
の
 

参
加
が
と
く
に
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
 

お
中
食
は
バ
レ
ー
部
で
用
意
し
ま
す
。
 

J
 

、、 J
 

稽
古
終
了
後
は
楽
し
い
餅
つ
き
。
立
 

花
後
援
会
長
を
は
じ
め
六
十
五
人
の
父
 

兄
が
会
場
設
営
、
ぜ
ん
ざ
い
つ
く
り
の
 

応
援
に
か
け
つ
け
、
会
場
は
大
盛
況
。
 

少
年
剣
士
た
ち
は
お
い
し
い
ぜ
ん
ざ
い
 

に
舌
鼓
を
う
ち
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
 

の
な
か
で
鏡
開
き
を
終
り
ま
し
た
。
師
 

範
の
上
村
先
生
は
「
少
年
剣
士
の
健
全
 

な
育
成
に
、
こ
と
し
も
頑
張
り
ま
す
」
 

と
、
力
強
く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
 

寒

空

に

健

脚

冴

ゅ

 」
「
い
篇
？
 

第1
回

町

民

走

ろ

う

会

雄

鍵

慧

 

体
協
が
初
め
て
取
り
組
ん
だ
体
力
つ
 

ノ
、
n
I
 

「
町
民
走
ろ
う
会
」
が
一
月
十
四
 

日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
→
巾
場
コ
 

ス
タ
缶
ー
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
 

健

康

づ

く

り

推

進

協

議

会

 

組
織
体
制
の
充
実
は
か
る
 

赤
池
町
健
康
づ
く
り
推
准
協
議
会
が
 

新
年
度
も
積
極
的
な
活
動
を
推
准
「
9
る
 

た
め
、
そ
の
体
制
の
整
備
を
急
い
で
い
 

士
土
a
ノ。 こ

の
協
議
会
は
、
町
民
の
健
康
づ
く
 

リ
運
動
の
実
践
お
よ
び
保
健
意
識
の
高
 

揚
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
五
十
三
年
 

度
よ
リ
発
足
、
今
日
ま
で
体
育
、
レ
ク
 

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
て
事
業
活
動
 

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
 

初
年
度
の
事
血
来
目
標
は
、
町
民
の
健
 

康
維
持
、
促
進
を
基
調
に
、
①
健
康
づ
 

く
り
の
た
め
の
企
画
、
運
営
、
プ
ロ
グ
 

ラ
ム
の
作
成
、
②
健
康
づ
く
り
に
関
す
 

る
広
報
、
啓
蒙
活
動
等
で
、
町
民
体
育
 

祭
や
少
年
剣
道
大
会
な
ど
が
事
業
活
動
 

の
一
例
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

ニ

月

十

日

に

会

議

開

催

 

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、
新
年
 

度
も
引
き
続
き
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
 

そ
の
た
め
の
組
織
体
制
の
強
化
充
実
 

は
是
非
必
要
で
、
町
、
教
育
委
員
会
、
 

公
民
館
、
地
区
公
連
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
 

婦
人
会
、
青
年
連
、
子
育
連
、
福
祉
協
、
 

体
協
、
農
協
赤
池
等
の
町
内
諸
団
体
に
 

加
え
て
、
田
川
保
健
所
、
田
川
医
師
会
、
 

田
川
歯
科
医
師
会
等
に
積
極
的
協
力
を
 

要
請
、
こ
れ
ら
諸
団
体
が
一
体
と
な
っ
 

て
事
案
を
推
進
し
ま
す
。
 

新
年
度
の
事
山
来
計
画
や
こ
れ
に
関
連
 

し
た
諸
団
体
の
具
体
的
な
取
リ
組
み
等
 

に
つ
い
て
の
会
議
が
二
月
十
日
に
計
画
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

「
健
康
」
「
和
」
「
町
づ
 

く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
お
互
い
に
健
康
 

づ
く
り
に
ま
い
進
し
ま
し
ょ
う
。
 

一
般
二
十
九
人
が
自
分
の
体
力
に
合
っ
 

た
コ
ー
ス
を
選
び
、
楽
し
く
走
り
ま
し
 

た
。
と
く
に
婦
人
で
た
だ
一
人
三
・
五
 

誇
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
た
中
村
ギ
ョ
子
さ
 

ん
（
二
十
支
所
）
は
フ
ル
コ
ー
ス
を
み
 

ご
と
完
走
、
参
加
者
の
盛
ん
な
拍
手
を
 

浴
び
ま
し
た
。
 

さあ頑張るぞッ 大久保啄磨さん（猿田） 

！ 

▼
五
三
年
の
町
民
会
館
の
 

ノ
し
 

利
用
状
況
の
調
査
が
ま
と
 

t
プ
 
まっているo

そ
れ
に
よ
 

，
 

る
と
、
年
間
利
用
総
回
数
 

二
二
八
七
回
、
利
用
総
人
 

旦
ニ
七
、
五
ニ
二
人
は
、
毎
日
一
回
二
十
 

八
人
が
約
四
回
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
 

▼
こ
の
利
用
状
況
の
う
ち
、
体
育
活
動
 

に
利
用
さ
れ
た
分
は
、
回
数
で
全
体
の
 

約
四
九
％
、
人
員
で
は
三
六
％
で
前
年
 

に
つ
づ
き
第
一
位
で
あ
る
。
こ
れ
を
毎
 

日
の
利
用
状
況
に
直
し
て
み
る
と
、
一
 

回
三
十
七
人
で
毎
日
二
回
ス
ポ
ー
ツ
活
 

動
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
上
野
 

小
学
校
体
育
館
や
野
外
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
 

分
を
あ
わ
せ
る
と
大
へ
ん
な
住
民
動
貝
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

▼
こ
の
素
晴
し
い
住
民
動
員
の
蔭
に
は
 

ア
ヒ
ル
の
水
か
き
の
よ
っ
に
、
目
に
見
 

え
な
い
と
こ
ろ
で
不
断
の
努
力
が
続
け
 

ら
れ
た
事
実
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
 

そ
れ
は
チ
ー
ム
の
ギ
ャ
プ
テ
ン
や
監
督
 

で
あ
り
、
体
育
関
係
団
体
、
機
関
で
指
 

導
的
な
役
割
り
を
果
し
て
き
た
人
々
の
 

労
苦
で
あ
る
。
こ
の
人
々
は
大
切
に
す
 

べ
き
で
あ
る
。
 

▼
何
も
リ
ー
ダ
ー
に
迎
合
す
る
こ
と
は
 

な
い
。
自
ら
の
意
見
や
所
信
を
大
い
に
 

ぶ
っ
つ
け
る
の
は
よ
い
こ
と
だ
。
し
か
 

し
、
あ
る
潮
時
が
き
て
、
リ
ー
ダ
ー
が
 

ま
と
め
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
大
同
に
 

つ
く
寛
容
さ
で
リ
ー
ダ
ー
に
協
力
す
る
 

こ
と
が
、
何
よ
り
も
リ
ー
ダ
ー
を
大
切
 

に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
フ
ァ
イ
 

ン
プ
レ
ー
の
ー
つ
で
あ
る
。
 

ま
た
、
こ
の
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
 

、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
 

手
の
水
上
則
安
さ
ん
（
猿
畑
）
を
と
く
 

に
招
い
て
、
マ
ラ
ソ
ン
談
義
を
一
席
、
 

大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
な
お
、
水
 

上
さ
ん
は
二
月
四
日
の
別
府
毎
日
マ
ラ
 

ソ
ン
に
出
場
、
強
豪
と
健
脚
を
競
い
ま
 

し
た
。
 村

上
選
手
、
田
川
市
民
 

マ
ラ
ソ
ン
で
初
優
勝
ノ
 

成
人
の
日
、
田
川
市
の
恒
例
行
事
に
 

な
っ
て
い
る
田
川
市
民
マ
ラ
ソ
ン
（
十
 

誇
コ
ー
ス
）
で
村
上
浩
治
さ
ん
（
二
十
 

支
所
）
が
み
ご
と
初
優
勝
し
ま
し
た
。
 

村上選手 

・
」
の
大
会
 

に
田
川
市
内
 

か
ら
約
三
百
 

人
の
選
手
が
 

出
場
し
て
鉄
 

脚
を
競
い
ま
し
た
が
、
村
上
選
手
は
始
 

終
ト
ッ
プ
を
守
り
、
郡
体
に
続
い
て
田
 

川
市
郡
二
適
笛
朝
。
記
録
は
 33 

分
 11 

秒。 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集
 

▼
少
年
野
球
 
上
野
小
、
市
場
小
の
三
 

年
生
か
・
皇
ハ
年
生
ま
で
の
男
子
で
野
球
 

を
や
っ
て
み
た
い
人
。
毎
週
土
、
日
曜
 

日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
。
 

▼
少
年
剣
道
 
上
野
小
、
市
場
小
の
一
 

年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
男
女
。
練
習
 

日
は
毎
週
火
、
木
、
土
曜
日
。
な
お
剣
 

道
部
で
は
、
と
く
に
婦
人
の
入
部
タ
革
相
 

望
し
て
い
ま
す
。
申
込
先
は
町
民
会
館
 

体
協
事
務
局
。
締
切
り
は
四
月
末
日
。
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第193号 昭和54年2月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

・k

」
畿
レ
ど
・
尺
つ
肖
ナ
」
 

J
ノ
月
レ
フ
‘
n
ノ． 

、、ィ「》 

金
田
、
方
城
、
糸
 

田
、
赤
池
の
下
田
川
 

四
カ
町
消
防
団
の
連
 

合
出
初
め
式
が
一
月
 

七
日
（
日
）
、
午
前
九
 

時
半
か
ら
金
田
町
金
 

田
中
学
校
に
約
四
百
 

四
十
人
が
参
加
し
て
 

開
か
れ
た
。
 

参
加
し
た
の
は
、
 

金
田
町
消
防
団
員
百
 

人
、
方
城
町
消
防
団
 

貝
百
人
、
糸
田
町
消
 

防
団
貝
百
人
、
赤
池
 

町
消
防
団
貝
百
四
＋
 

、
金
田
中
で
行
わ
れ
た
下
田
川
四
カ
り
 

「
連
合
消
防
出
初
め
式
 

、 

人
、
総
数
四
百
四
十
人
の
出
動
で
式
典
 

が
挙
行
さ
れ
た
。
 

人
貝
、
服
装
点
検
並
び
に
機
械
器
具
 

の
点
検
後
、
分
列
式
、
表
彰
式
に
う
つ
 

り
永
年
勤
続
者
や
優
良
団
員
の
表
彰
が
 

行
わ
れ
た
。
 

昨
年
、
本
町
の
火
災
発
生
件
数
は
一
 

件
（
全
焼
）
で
し
た
が
、
今
年
は
火
災
 

発
生
ゼ
ロ
の
年
に
と
各
団
員
願
っ
て
の
 

表
情
で
し
た
。
 

な
お
、
本
町
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】
 

o
林
 
道
治
（
部
 
長
）
第
四
分
団
 

o
太
田
政
文
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

【
県
消
防
協
会
田
川
郡
支
部
長
表
彰
】
 

o
藤
重
 
武
（
部
 
長
）
第
三
分
団
 

o
早
谷
昭
生
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

【
赤
池
町
長
表
彰
】
 

o
矢
山
丑
彦
（
団
 
貝
）
第
一
分
団
 

o
梅
木
田
文
夫
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

〇
奥
永
優
二
（
団
 
員
）
第
三
分
団
 

o
堀
池
政
夫
（
団
 
貝
）
第
四
分
団
 

o
河
村
勝
憲
（
団
 
貝
）
第
五
分
団
 

o
野
村
一
美
（
団
 
貝
）
第
六
分
団
 

o
安
武
憲
明
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

o
山
本
正
則
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

【
優
良
消
防
団
員
表
彰
】
 

o
有
吉
敬
介
（
部
 
長
）
第
三
分
団
 

o
河
村
義
美
（
班
 
長
）
第
四
分
団
 

o
太
田
 
勝
（
班
 
長
）
第
六
分
団
 

o
池
田
 
務
（
班
 
長
）
本
部
分
団
 

年齢層からみた死亡順位 （hに6年早生省読61・） 

年 齢 ~位 

全年齢 脳卒中 に二 3 位 

心臓病 1 
」

30 -34  

乞 鴬奪
二＝急’じ熱

35-39 

40-44 

45-49 

50 -54 

55-59 

60 -64 ガ ン 脳卒中 心臓病 、 

65-69 ガ ン 脳卒中 心臓病 

70-74 
、 

脳卒中 ガ ン 心臓病 

1977年厚生省臨計 

竃 
男 

死亡数 83, 048人 

) 

と
健
康
知
識
 

ー
シ
リ
ー
ズ
①
ー
 

男
は
4
人
に
1
人
 

女
は
3
人
に
1
人
 

日
本
人
が
死
ぬ
病
気
キ
尋
一
い
順
に
な
 

ら
べ
る
と
、
全
年
齢
で
は
、
脳
女
雷
・
、
 

ガ
ン
、
心
臓
病
の
順
で
す
が
、
男
子
は
 

三
五
歳
か
ら
六
九
歳
ま
で
、
女
子
は
三
 

〇
歳
か
ら
六
九
歳
ま
で
の
年
齢
層
で
ガ
 

ン
が
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
年
 

齢
層
を
「
ガ
ン
年
齢
」
と
い
い
、
男
は
 

四
人
に
一
人
、
女
は
三
人
に
一
人
が
ガ
 

ン
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
ガ
ン
に
よ
る
 

死
亡
者
は
毎
年
四
、
五
千
人
づ
つ
ふ
え
 

て
お
り
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
一
四
万
 

五
六
八
〇
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
 

時
計
の
針
が
三
分
半
進
む
ご
と
に
日
本
 

の
ど
こ
か
で
、
だ
れ
か
が
、
ガ
ン
で
死
 

ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

】
位
の
脳
窒
山
・
と
三
位
の
心
臓
病
は
 

年
々
減
っ
て
い
ま
す
が
、
ガ
ン
だ
け
が
 

ふ
え
つ
づ
け
、
五
十
二
年
に
は
じ
め
て
 

東
京
、
大
阪
、
京
都
、
福
岡
、
沖
縄
の
 

五
都
府
県
で
ガ
ン
が
脳
左
山
ー
を
抜
い
て
 

)
 

その他 

m 
』
 

肝臓 
食道 スイ臓 白血病 

死亡数 62, 632人 

女 ‘'' 

o
藤
村
昇
男
（
団
 
員
）
第
一
分
団
 

o
松
枝
信
昭
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

o
今
川
嶋
行
（
団
 
員
）
第
五
分
団
 

【
永
年
勤
続
消
防
団
貝
表
彰
】
 

〈
四
十
年
〉
 

0
谷
 
富
次
（
副
団
長
）
本
部
分
団
 

〈
三
十
年
〉
 

o
藤
井
登
志
喜
（
分
団
長
）
第
三
分
団
 

o
小
松
 
力
（
分
団
長
）
第
六
分
団
 

o
植
木
藤
吉
（
副
分
団
長
）
第
四
分
団
 

o
小
松
義
治
（
副
分
団
長
）
第
六
分
団
 

o
熊
谷
鉄
哉
（
部
 
長
）
第
一
分
団
 

〈
二
十
五
年
〉
 

〇
小
松
篤
生
（
部
 
長
）
第
六
分
団
 

o
白
井
 
忠
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

o
浦
田
豊
春
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

o
太
田
隆
徳
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

o
武
末
 
豊
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

〈
二
十
年
〉
 

o
藤
村
友
也
（
副
分
団
長
）
本
部
分
団
 

2/28 -3/13 

o
市
川
則
孝
（
部
 
長
）
本
部
分
団
 

o
木
村
一
夫
（
部
 
長
）
第
二
分
団
 

o
皆
川
克
己
（
部
 
長
）
第
二
分
団
 

o
大
森
正
信
（
部
 
長
）
第
二
分
団
 

o
世
良
幹
二
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

o
香
野
義
数
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

o
早
谷
昭
生
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

o
石
橋
安
太
郎
（
団
 
貝
）
第
一
分
団
 

〈
十
五
年
〉
 

o
木
村
邦
治
（
部
 
長
）
本
部
分
団
 

o
坂
元
正
人
（
団
 
貝
）
第
五
分
団
 

〈
十
年
〉
 

o
久
原
 
明
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

o
梶
原
正
利
（
団
 
貝
）
第
二
分
団
 

o
宇
野
重
房
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

o
木
月
秀
利
（
団
 
員
）
第
」
牙
団
 

【
金
馬
簾
】
 

o
赤
池
町
消
防
団
第
六
分
団
 

【
親
子
消
防
団
貝
】
 

o
奥
永
昭
政
・
優
一
一
 

春
先
は
火
災
の
多
発
期
 

｛
寛
 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

二
月
、
三
月
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
 

し
、
強
い
風
が
吹
く
こ
と
が
多
く
、
加
 

え
て
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
使
用
な
ど
 

も
あ
っ
て
、
一
年
の
う
ち
で
も
火
災
の
 

多
い
時
期
で
す
。
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
 

も
多
く
、
五
十
ニ
年
は
、
こ
の
二
力
月
 

間
で
年
間
死
者
の
約
三
割
を
占
め
て
い
 

ま
す
。
今
年
も
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
 

三
月
十
三
日
ま
で
、
「
春
の
全
国
火
災
子
 

防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

一
位
に
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
は
 

今
後
ほ
か
の
県
に
も
波
及
し
て
、
全
国
 

で
ガ
ン
が
死
亡
順
位
の
一
位
と
な
る
の
 

も
、
そ
う
遠
く
な
い
と
み
ら
れ
て
い
ま
 

す。 五
十
二
年
の
自
動
車
事
故
に
よ
る
死
 

亡
は
一
万
二
千
人
で
し
た
か
ら
、
こ
の
 

十
二
倍
以
上
の
ひ
と
が
ガ
ン
で
死
ん
で
 

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
A
子
区
の
大
戦
で
、
日
本
の
将
兵
 

の
戦
死
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
も
の
と
、
 

一
般
市
民
の
死
亡
者
の
総
数
は
二
百
五
 

十
万
人
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
昭
和
二
十
 

二
年
か
ら
五
十
二
年
ま
で
の
三
十
年
間
 

に
ガ
ン
で
死
ん
だ
人
の
総
計
は
三
百
万
 

人
を
越
え
て
お
り
、
戦
争
に
よ
る
犠
牲
 

者
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

日
本
人
に
い
ち
ば
ん
多
い
の
は
男
女
 

と
も
胃
ガ
ン
で
、
男
は
約
四
割
、
女
は
 

出
火
原
因
で
最
も
多
い
の
は
、
た
ば
 

こ
の
不
始
末
で
、
昭
和
三
十
五
年
以
来
 

連
続
十
八
年
間
、
件
数
・
損
害
額
と
も
 

に
ト
ッ
プ
の
座
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

五
十
二
年
中
の
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
 

は
、
全
国
で
九
千
六
十
九
件
発
生
し
、
 

損
害
額
は
約
百
二
十
一
億
円
と
前
年
の
 

五
十
一
年
に
比
べ
て
十
四
億
円
も
増
え
 

て
い
ま
す
。
 ) 

三
分
の
】
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
 

多
い
ガ
ン
は
左
の
図
の
順
で
す
。
 

胃
ガ
ン
は
次
第
に
横
ば
い
、
子
宮
ガ
 

ン
は
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
肺
ガ
ン
が
 

非
常
な
勢
い
で
ふ
え
て
い
る
ほ
か
、
肝
 

臓
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
、
陣
臓
ガ
ン
な
ど
が
 

ジ
リ
ジ
リ
と
ふ
え
て
い
ま
す
。
 

ま
た
十
五
歳
未
満
の
こ
ど
も
で
、
白
 

血
病
や
骨
腫
傷
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
小
児
 

ガ
ン
」
で
死
亡
す
る
も
の
も
毎
年
一
五
 

〇
〇
人
を
越
え
て
い
ま
す
。
 

異
常
な
ふ
え
方
 

ガ
ン
に
は
四
つ
の
特
徴
が
あ
リ
ま
す
。
 

そ
の
ー
つ
は
そ
の
異
常
な
ふ
え
方
で
、
 

ひ
と
た
び
ガ
ン
細
胞
が
ふ
え
は
じ
め
る
 

と
非
常
な
ス
ピ
ー
ド
で
ふ
え
、
周
囲
の
 

正
常
な
組
織
を
お
し
の
け
て
ふ
え
つ
づ
 

け
、
異
常
な
増
殖
力
を
示
し
ま
す
。
 

転
移
と
い
う
飛
火
 

第
二
は
転
移
と
い
わ
れ
る
飛
火
で
す
。
 

は
じ
め
で
き
た
と
こ
ろ
の
ガ
ン
細
胞
が
 

は
が
れ
落
ち
、
リ
ン
パ
の
流
れ
や
血
管
 

に
入
っ
て
ほ
か
の
場
所
に
飛
火
し
て
、
 

そ
こ
に
ま
た
ガ
ン
を
つ
く
リ
ま
す
。
も
 

と
の
ガ
ン
を
手
術
し
て
と
っ
て
し
ま
っ
 

て
も
、
こ
の
転
移
が
残
っ
て
い
る
と
命
 

と
り
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
 

☆ 
和
名
 
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
 

立
春
が
す
ぎ
た
の
に
寒
い
、
と
ば
か
 

り
に
衣
服
を
重
ね
る
。
そ
の
た
め
二
月
 

を
着
更
衣
と
い
う
。
 

1
日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

成
人
病
予
防
週
間
 

2
日
（
金
）
 

札
幌
雪
ま
つ
リ
 

3
日
（
土
）
 

節
分
、
豆
ま
き
 

4
日
（
日
）
 

立
春
 

7
日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
ー
ン
タ
m
) 

8
日
（
金
）
 

針
供
養
 

11 

日
（
日
）
 

建
国
記
念
日
、
文
化
勲
章
 

制
度
創
設
（
覧
〕
 

13 

日
（
火
）
 

旧
七
草
 

14 

日
（
水
）
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
 

16 

日
（
金
）
所
得
税
の
確
定
申
告
受
け
 

付
け
開
始
 

17 

日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
興
タ
m
) 

19 

日
（
月
）
 

雨
水
 

20 

日
（
火
）
 

第
一
回
普
通
選
挙
施
行
（
曹
】
 

21 

日
（
水
）
 

日
本
最
初
の
日
刊
新
聞
「
 

22 

日
（
木
）
 

25 

日
（
日
）
 

墓
示
日
日
新
聞
」
創
刊
（
町
5
】 

N
A
T
O
軍
創
設
き
ま
る
 

新
、
旧
円
の
交
換
は
じ
ま
 

《b
（昭n
】 

26 

日
（
月
）
 

二
・
二
六
事
件
起
る
（
費
〕
 

27 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
）
ン
タ
m
) 

28 

日
（
水
）
春
の
全
国
火
災
子
防
運
動
 

始
ま
る
」
 

▼
人
通
り
に
は
草
は
は
え
ぬ
▲
 

日
本
対
ガ
ン
協
会
は
昭
和
三
士
ニ
年
 

の
発
足
以
来
、
当
面
の
目
標
を
 

①
胃
ガ
ン
を
半
減
し
ょ
う
 

瓜
ソ
t
宮
ガ
ン
死
亡
を
ゼ
ロ
に
し
ょ
う
 

に
お
い
て
毎
年
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
 

た
。
そ
の
結
果
か
な
リ
の
成
績
を
あ
げ
 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
 

手
を
ゆ
る
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
 

し
、
さ
ら
に
肺
ガ
ン
や
乳
ガ
ン
な
ど
新
 

し
い
ガ
ン
対
策
に
も
努
力
し
て
い
ま
す
。
 

や
せ
て
…
貧
血
に
 

第
三
の
特
徴
は
、
ガ
ン
に
か
か
る
と
 

だ
ん
だ
ん
か
ら
だ
が
や
せ
細
っ
て
貧
血
 

が
お
き
て
、
や
が
て
死
に
い
た
リ
ま
す
。
 

こ
う
い
う
状
態
を
ガ
ン
の
悪
液
質
と
い
 

い
ま
す
。
 

出
血
し
や
す
く
な
る
 

第
四
の
特
徴
は
出
血
し
や
す
く
な
る
 

こ
と
で
、
胃
ガ
ン
が
進
む
と
便
に
血
液
 

が
ま
じ
り
便
が
黒
く
な
る
こ
と
が
あ
リ
 

ま
す
。
肺
ガ
ン
で
は
血
疲
が
出
た
リ
、
 

子
宮
ガ
ン
も
出
血
し
や
す
く
な
リ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
ガ
ン
の
“
く
せ
ー
を
よ
 

く
心
得
て
お
く
こ
と
は
、
ガ
ン
の
早
期
 

症
状
を
理
解
す
る
上
に
も
大
切
な
こ
と
 

で
す
。
 



(7） 第193号 
昭和54年2月1日 （6) け

 
し、 あ

 
報
 

広
 

第193号 

鶴
 
の
 
里

出

水

 

桑
野
園
女
 
記
 

爵） 

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
初
旅
は
鶴
の
鹿
 

児
島
県
出
水
か
、
山
口
県
八
代
の
い
ず
 

れ
か
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
 

部
び
た
八
代
の
三
百
の
鶴
の
静
か
な
 

雰
囲
気
も
捨
て
難
い
が
、
今
年
は
四
千
 

の
鶴
の
華
麗
な
舞
い
を
満
喫
で
き
る
出
 

水
を
選
ん
だ
。
 

暖
冬
と
は
い
え
、
雪
に
降
り
こ
め
ら
 

れ
る
事
も
覚
悟
し
て
着
ぶ
く
れ
て
出
た
。
 

一
月
六
日
午
前
十
時
、
快
晴
に
恵
ま
 

れ
た
旅
立
ち
だ
っ
た
。
 

●
鶴
見
に
は
懐
炉
欠
か
せ
ぬ
も
の
と
し
 

て
 

一 

歩
 

●
何
よ
リ
も
日
本
晴
れ
な
る
旅
始
 

駒
 
女
 

片
道
六
時
間
の
遠
乗
リ
で
あ
る
が
、
 

冬
日
和
の
車
窓
の
景
色
は
、
そ
れ
ム
、
 

に
面
白
く
、
ま
た
懐
か
し
く
、
句
作
意
 

欲
を
か
き
た
て
る
の
に
十
分
だ
っ
た
。
 

●
記
憶
難
へ
り
つ
、
旅
冬
紅
葉
 園

 
女
 

●
道
し
る
べ
頼
リ
の
鶴
見
旅
な
り
し
 

駒
 
女
 

安
全
運
転
の
為
徐
笛
ー
二
回
休
憩
し
た
。
 

鶴
の
里
近
く
な
っ
て
、
旗
差
物
め
く
 

黒
い
布
片
が
、
風
に
翻
っ
て
い
る
の
が
 

目
に
つ
く
。
誰
か
が
、
鶴
威
し
か
も
知
 

れ
な
い
と
言
っ
た
。
 

●
鶴
威
し
と
は
納
得
の
ゆ
か
ざ
り
し
 

一 

歩
 

●
鶴
除
け
と
い
ひ
鶴
威
し
と
は
言
は
ず
 

し
げ
お
 

車
は
い
よ
ノ
、
鶴
の
里
荒
崎
に
入
る
。
 

ゆ
る
や
か
な
川
の
流
れ
に
、
鴨
の
浮
寝
 

が
見
え
る
。
い
か
に
も
平
和
な
眺
め
だ
。
 

後
で
聞
い
た
話
だ
が
、
こ
の
鴨
は
海
苔
 

漁
場
を
夜
々
荒
ら
す
と
い
う
。
 

午
後
四
時
、
無
事
鶴
宿
に
着
く
。
顔
 

見
知
リ
の
女
将
に
迎
え
ら
れ
、
旅
装
を
 

解
く
暇
も
な
く
、
早
凍
鶴
の
展
望
所
に
 

入
る
。
驚
き
易
い
鶴
に
近
づ
く
事
を
禁
 

じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

折
か
ら
一
陣
又
一
陣
と
鶴
は
餌
を
拾
 

い
に
田
圃
に
帰
っ
て
く
る
。
 

出
水
の
鶴
は
、
特
別
天
然
記
念
物
と
 

し
て
手
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
る
。
そ
 

の
た
め
年
々
増
え
つ
い
け
、
農
作
物
を
 

荒
ら
す
の
で
、
人
間
と
鶴
の
共
存
の
為
 

に
広
大
な
餌
場
作
り
な
ど
の
対
策
が
行
 

わ
れ
、
荒
崎
の
見
渡
す
限
り
の
出
圃
は
 

鶴
に
開
放
さ
れ
て
い
る
。
 

●
三
千
の
鶴
が
な
す
ま
、
な
る
冬
田
 

し
げ
お
 

茜
さ
す
タ
空
に
、
刻
々
と
羽
音
が
繁
 

く
な
り
、
忽
ち
田
圃
は
埼
に
つ
く
前
の
 

鶴
の
勢
揃
い
と
も
見
え
る
大
群
に
占
め
 

ら
れ
る
。
 

●
澗
る
、
な
く
鶴
の
埼
田
泉
湧
く
 

（

、
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保
険
料
は
所
得
か
ら
 

控
除
さ
れ
ま
す
 

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
 

に
行
う
所
得
税
の
確
定
申
告
に
は
、
国
 

民
年
金
の
保
険
料
支
払
控
除
の
手
続
き
 

を
忘
れ
な
い
よ
っ
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

前
年
に
支
払
っ
た
あ
な
た
自
身
の
保
 

険
料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ
な
た
の
 

家
族
の
た
め
に
支
払
っ
た
分
も
、
 

「社 

ム
原
険
料
控
除
」
に
よ
っ
て
そ
の
全
額
 

エンゼルクイズ 

「筆3nr可出題'I 
‘ノ’’ー’~~‘~‘~ 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、大相撲で「両眼をあけた」とは何勝した 

こと？ 

④1勝 ⑧2勝 ＠3勝 

2 、ョーロッパで唯ーの自動車左側通行を行 

っている国は？ 

④フランス ⑧東ドイツ ⑥イギリス 

3 、バレンタインデ＝とはもともと何の記念 

日 ? 

＠聖徒バレンタインが殉教した日 

⑧ローマ神話の中の愛の日 

⑥チョコレートカ，刀めて作られた日 

4 ' 「春の海ひねもすのたりのたりかな」こ 

の句の作者は？ 

⑧芭蕉 ＠廉村 ⑥一茶うお 

5 、手、足などにできる喰の目」さて、正 

式名は？ 

④羊眼 ⑧鶏眼（C）蛇眼 

航募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、2月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送リ下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

〔製9回の解答〕 

1 ⑧ 2 ⑥ 3 ⑥ 

し
げ
お
 

●
暮
色
あ
る
限
り
旋
回
見
張
鶴
 園

 
女
 

鶴
に
ま
じ
っ
て
急
が
し
く
持
に
戻
る
 

何
の
鳥
と
も
見
分
け
の
つ
か
ぬ
飛
棚
が
 

し
ば
ら
く
空
を
賑
わ
す
。
 

●
鶴
の
空
鶴
に
ま
ぎ
ら
は
し
き
も
の
も
 

し
げ
お
 

●
一
団
の
鶴
一
斉
に
首
も
た
げ
 春

 
翁
 

と
っ
ぷ
り
暮
れ
た
田
圃
に
尚
鶴
の
気
 

配
を
感
じ
つ
、
、
タ
食
を
と
る
。
 

墓
示
か
ら
来
た
と
い
う
鳥
類
研
究
家
 

達
と
の
歓
談
は
、
A
「
‘
＼
の
旅
の
大
き
な
 

収
穫
だ
っ
た
。
 

食
後
の
ひ
と
刻
、
鶴
守
リ
の
部
屋
を
 

訪
れ
て
、
鶴
の
話
な
ど
聞
い
た
。
 

●
鶴
守
の
鶴
語
る
と
き
目
の
や
さ
し
 

園
 
女
 

部
屋
に
戻
り
湯
浴
み
の
後
、
窓
を
開
 

け
て
、
鶴
の
田
圃
を
す
か
し
見
な
ど
し
 

な
が
ら
、
句
作
に
ふ
け
っ
た
。
鶴
の
声
 

は
容
易
に
お
さ
ま
ら
な
い
。
 

●
夜
の
鶴
と
は
案
外
に
声
近
し
 園

 
女
 

●
月
か
、
り
声
に
落
着
き
埼
鶴
 一 

歩
 

●
埼
鶴
月
に
向
ひ
て
鳴
く
こ
と
も
 

春
 
翁
 

●
海
苔
漁
場
の
日
も
夜
も
鳴
ら
す
鴨
威
 

し
 

春
 
翁
 

●
鶴
の
里
星
美
し
き
夜
な
リ
け
り
 

駒
 
女
 

●
三
干
の
鶴
の
眠
れ
る
闇
深
し
 春

 
翁
 

旅
寝
の
夢
は
浅
い
。
暗
い
う
ち
に
床
 

を
離
れ
、
鶴
を
見
得
る
ぎ
リ
A
、
の
線
 

ま
で
近
づ
い
て
、
埼
翻
っ
】
瞬
に
神
経
 

を
集
中
し
て
待
っ
た
。
 

●
暁
け
鶴
の
昂
ぶ
る
声
に
起
き
出
で
し
 

一 

歩
 

●
暁
の
空
た
ち
ま
ち
に
鶴
の
も
の
 

駒
 
女
 

●
埼
棚
つ
鶴
そ
れ
ム
‘
＼
に
行
方
あ
り
 

春
 
翁
 

●
鶴
に
の
み
あ
る
天
彦
と
い
う
詞
 

し
げ
お
 

朝
霧
を
つ
い
て
飛
び
立
つ
鶴
に
、
旅
 

人
は
息
を
呑
み
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
。
 

ず
ら
り
と
並
ん
だ
カ
メ
ラ
の
放
列
は
、
 

人
々
の
鶴
に
寄
せ
る
関
心
の
深
さ
を
物
 

語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
 

掲
示
板
に
い
ま
鶴
の
渡
来
数
三
千
七
 

亘
ニ
十
二
羽
と
あ
る
。
こ
の
大
群
の
飛
 

物
の
壮
観
は
、
我
々
の
句
力
で
は
と
て
 

も
表
現
で
き
な
い
。
た
だ
唖
然
と
し
て
 

仰
ぎ
見
る
の
み
。
 

突
然
、
異
常
な
光
景
を
見
た
。
 

●
怪
我
の
鶴
抱
き
鶴
守
息
白
く
 園

 
女
 

●
襲
ひ
し
は
鷲
と
ひ
と
言
鶴
守
が
 

駒
 
女
 

●
心
に
も
隙
間
風
吹
く
と
き
の
あ
リ
 

一 

歩
 

そ
の
鶴
は
、
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
 

あ
と
に
心
を
残
し
つ
、
帰
路
に
つ
い
た
。
 

う
 
ぐ
 

い
 

す
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
 
た
か
し
 

●
筆
太
の
」
」
札
の
字
の
節
分
会
 

な
が
い
冬
が
、
春
と
か
わ
ろ
う
と
す
 

な
が
い
冬
が
、
春
と
か
わ
ろ
う
と
す
 

る
。
寒
さ
は
ま
だ
き
び
し
い
が
、
そ
の
 

陽
光
は
生
き
も
の
に
と
っ
て
、
そ
の
め
 

ぐ
リ
を
待
っ
て
い
る
。
 

初
音
を
つ
げ
て
く
れ
る
鷲
も
、
わ
た
 

し
た
ち
の
住
む
峡
の
近
く
に
と
っ
て
は
 

室
に
お
っ
て
も
、
又
は
散
歩
に
外
へ
出
 

か
け
て
も
、
あ
の
澄
ん
だ
清
ら
か
な
歌
 

声
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
楽
し
め
る
。
有
難
 

い
心
の
富
裕
を
、
味
わ
、
し
て
も
ら
え
 

る。 
こ
の
あ
た
リ
前
の
こ
と
が
、
だ
ん
だ
 

ん
山
野
の
乱
開
発
で
小
鳥
の
住
み
家
は
 

荒
さ
れ
、
圧
迫
さ
れ
て
、
そ
の
安
住
の
 

場
所
を
失
い
つ
、
あ
る
。
我
れ
に
ひ
き
 

か
え
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
 

我
々
人
間
も
同
じ
こ
と
、
自
然
の
環
 

境
の
中
で
生
き
る
こ
と
が
、
ど
れ
だ
け
 

嬉
し
い
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。
 

●
驚
や
我
れ
癒
や
さ
る
・
歌
心
 

つ
い
で
に
思
う
こ
と
は
、
採
梅
も
観
 

梅
も
楽
し
い
け
れ
ど
も
、
当
地
で
は
梅
 

は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
 

こ
の
頃
足
が
と
く
に
弱
く
な
っ
た
せ
い
 

か
、
細
道
を
分
け
て
歩
む
こ
と
は
、
と
 

う
て
い
出
来
そ
う
も
な
い
。
舗
装
路
よ
 

り
、
自
然
の
土
に
し
た
し
む
の
が
風
趣
 

の
常
で
あ
ろ
う
。
考
え
て
み
れ
ば
、
わ
 

た
し
も
た
だ
昔
を
し
の
ぶ
齢
に
な
り
つ
 

つ
あ
る
の
が
、
確
か
な
今
日
の
暮
し
で
 

あ
り
ま
し
ょ
う
。
 

●
老
梅
の
香
リ
て
社
前
襟
正
す
 

が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
、
課
税
の
対
 

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
特
例
 

納
付
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
 

福
祉
年
金
受
給
権
者
の
保
護
 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
 

法
第
二
十
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
 

う
に
、
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
は
譲
 

り
渡
し
た
り
、
担
保
に
供
し
た
り
、
差
 

し
押
え
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

受
給
権
者
が
過
去
の
負
債
の
た
め
に
 

受
給
権
を
引
き
あ
て
た
り
、
ま
た
、
一
 

時
的
な
利
益
の
た
め
に
長
期
間
に
わ
た
 

り
年
金
給
付
の
利
益
を
失
う
よ
う
な
こ
 

と
に
な
れ
ば
、
年
金
制
度
の
趣
旨
は
そ
 

こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

福
祉
年
金
証
書
を
担
保
と
し
て
の
金
 

銭
的
な
貸
借
関
係
に
つ
い
て
は
禁
止
さ
 

れ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

暴
力
は
小
さ
な
う
ち
に
 

乗
り
物
の
中
で
、
 

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
大
 

声
で
わ
め
い
た
り
、
 

女
性
や
老
人
に
か
 

ら
ん
だ
り
ー
は
 

た
ま
た
、
き
ち
ん
 

と
並
ん
で
い
る
列
 

に
横
か
ら
割
り
こ
 

み
、
注
音
字
4
ノ 

る
と
、
、
小
ノ
ご
 

ま
れ
た
り
・
・
・
 

こ
ん
な
い
や
 

な
思
い
を
さ
 

れ
た
こ
と
は
 

あ
り
ま
せ
ん
 

カ
 

ク
小
さ
な
 

暴
カ
ク
ー
ー
 

日
常
生
活
の
 

芽
を
つ
も
う
 

中
で
、
私
た
ち
が
不
快
な
思
い
を
す
る
 

の
は
、
こ
の
よ
う
な
採
出
恐
を
こ
う
む
っ
 

た
と
き
で
す
。
 

こ
の
“
小
さ
な
暴
力
〉
は
、
法
律
的
 

に
は
「
軽
犯
罪
法
」
や
「
酒
に
酔
っ
て
 

公
衆
に
吐
（
畿
心
を
か
け
る
行
為
の
防
止
等
 

に
関
す
る
法
律
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
 

か
ら
、
す
ぐ
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
 

い
 。
 自

分
が
直
接
か
か
わ
り
の
な
い
と
き
 

は
、
つ
い
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
た
り
、
ま
 

た
自
分
に
ふ
り
か
か
っ
て
も
「
ま
あ
、
 

い
い
や
」
と
許
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
 

い
よ
う
で
す
。
 

暴
力
は
、
小
さ
な
芽
の
う
ち
に
、
早
 

く
つ
み
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

住
み
よ
い
生
活
環
境
は
自
分
た
ち
の
 

手
で
守
り
、
暴
力
は
決
し
て
許
し
て
は
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

④
 

にu ⑥
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【正解者】 

今回の応募総数16通のうち、正解は10通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の三名の方に 

記念品を贈りま七 （敬称略） 

レ浴永 梨恵（大字赤池） 

ン浴永真由美（大字r ) 

N 浴永美奈子（大字ガ ） 

麟 鰯繋難窺輔 鵬欝 

磐3H 19日罵覆18 

麟H H)21221HH 22Hi 1i〔4H(*) F- 時 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

金
 
封
 
高
林
 
秀
夫
（
市
場
）
 

金
 
封
 
山
根
 
幸
雄
（
車
道
）
 

金
 
封
 
吉
田
 

正
人
（
下
町
）
 

金
 
封
 
江
崎
 

守
（
高
尾
）
 

金
 
封
 
長
野
 

一
人
（
市
場
）
 

〔
賛
助
ム
ー
 

〕 

o
小
場
 
季
夫
（
三
ロ
）
三
千
円
 

〔寄 

付〕 

o
直
方
市
吉
田
運
送
K
・K

（
百
万
円
）
 

o
上
野
病
院
＠
崎
山
国
男
（
百
万
円
）
 

o
赤
池
町
企
業
連
絡
協
議
会
（
一
一
十
万
円
）
 

o
九
支
所
婦
人
会
（
一
万
円
）
 

〔
歳
末
助
け
合
い
運
動
義
援
金
〕
 

o
木
村
拾
義
「
呉
流
会
」
五
千
円
 

o
暁
町
婦
人
会
 
二
千
円
 

※
街
頭
募
金
 
十
万
七
千
百
四
円
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四
月
よ
り
日
曜
・
祝
祭
日
 

の
夜
間
診
療
も
実
施
 

「
休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
」
 

田
川
地
区
休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
 

の
診
療
体
制
が
、
．
四
月
か
ら
次
の
よ
う
 

に
変
り
ま
す
。
 

目科療診 間時療診 日 療診 

夜 畳 
内 内 
科問科間 

小 」、 
児 児 
科 科 

外 
科 

昼
 
間
 

午
前
9
時
ー
午
後
5
時
 

夜
 
間
 

午
後
6
時
ー
午
後
 11 

時
 

日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
祭
 

日
並
び
に
 112 

n
 31 

H

・
1
 

月
1

'
2

・
3

日
 

▽
時
間
外
急
病
の
時
に
は
、
 

①
ま
ず
、
か
ね
て
か
ら
か
か
リ
つ
け
 

の
医
師
に
連
絡
を
と
っ
て
、
診
療
を
 

受
け
る
よ
っ
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
救
急
車
を
ハ
イ
ヤ
ー
代
り
に
使
う
 

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
救
急
車
は
さ
 

し
せ
ま
っ
て
生
命
の
危
機
や
王
女
感
 

を
も
っ
た
救
急
傷
病
者
が
利
用
す
る
 

も
の
で
、
単
な
る
患
者
の
運
搬
車
で
 

は
あ
リ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
乱
用
し
ま
 

す
と
初
期
救
急
活
動
に
支
障
を
き
た
 

し
ま
す
。
 

▽
出
川
地
区
休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
 

固
〇
九
四
七
四
ー
回
ー
七
一
九
九
 

生
活
保
護
を
受
け
て
 

お

ら

れ

る

皆

さ

ん

へ

 

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
病
 

院
（
医
院
）
に
か
か
る
方
法
が
変
り
、
 

今
ま
で
の
「
傷
病
届
」
が
な
く
な
り
、
 

す
で
に
皆
様
の
手
元
に
お
届
け
し
て
お
 

リ
ま
す
「
診
療
依
頼
書
」
 

（
手
帳
式
）
 

で
病
院
（
医
院
）
の
窓
ロ
に
出
し
て
診
 

療
を
受
け
る
こ
と
に
変
り
ま
し
た
『
 

▼
こ
の
診
痔
一
頼
書
は
 

証
紙
（
シ
ー
ル
）
の
貼
っ
て
あ
る
も
 

の
、
又
は
、
確
認
印
の
あ
る
月
だ
け
し
 

か
使
え
ま
せ
ん
。
 

現
在
、
皆
さ
ん
に
交
付
し
て
い
 

る
診
療
依
頼
書
に
は
五
十
三
年
十
 

二
月
と
五
十
四
年
一
月
の
ニ
カ
月
 

分
を
発
行
時
に
確
認
印
を
押
し
、
 

お
渡
し
し
て
お
リ
ま
す
の
で
、
五
 

十
四
年
】
月
三
十
一
日
ま
で
は
使
 

用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

※
但
し
、
五
十
四
年
ニ
月
一
日
以
降
は
 

毎
月
の
保
護
費
支
給
明
細
書
に
証
紙
（
 

シ
ー
ル
）
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
切
 

り
取
り
、
貼
り
つ
け
て
い
な
い
と
使
用
 

で
き
ま
せ
ん
。
 

※
医
療
扶
助
単
給
（
医
療
の
み
、
保
護
 

費
の
な
い
）
の
方
は
、
福
祉
事
務
所
の
 

地
区
担
当
員
（
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
が
 

訪
問
の
と
き
、
又
は
福
祉
事
務
所
で
毎
 

月
確
認
印
を
受
け
て
下
さ
い
。
 

▼
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

o
診
療
依
頼
書
は
通
院
の
と
き
し
か
使
 

え
ま
せ
ん
。
 

o
入
院
す
る
と
き
、
交
通
事
故
、
妊
娠
 

中
絶
、
な
ど
の
場
合
は
使
え
ま
せ
ん
。
 

o
続
け
て
通
院
治
療
を
受
け
る
と
き
も
 

月
が
変
っ
た
ら
必
ず
病
院
（
医
院
）
 

窓
ロ
に
出
し
て
下
さ
い
。
 

o
世
帯
貝
が
増
え
た
り
、
減
っ
た
と
き
、
 

そ
の
他
変
っ
た
事
が
あ
っ
た
場
合
は
 

速
か
に
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
て
下
 

さ
い
。
 

o
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
 

速
か
に
福
祉
事
務
所
（
又
は
役
場
）
 

に
返
し
て
下
さ
い
。
 

o
診
療
依
頼
書
は
一
年
間
使
用
す
る
も
 

の
で
す
か
ら
、
大
切
に
倭
甘
し
て
下
 

さ
い
。
 

出
川
福
祉
事
務
所
 

所
得
税
・
贈
与
税
 

申
告
は
じ
ま
る
 

1

 
3
月
 15 
日
ま
で
に
‘
ー
 

今
年
も
確
定
申
告
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
三
年
分
の
確
定
申
告
は
一
一
 

月
十
六
日
か
ち
、
贈
与
税
の
申
告
は
一
一
 

月
一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
始
ま
り
ま
す
。
 

ど
ち
ら
も
申
告
と
納
税
の
期
限
は
1
1
一 

月
十
五
日
ま
で
で
す
。
 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
人
は
、
①
商
売
を
し
て
い
る
 

人
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
な
ど
で
、
 

昭
和
五
十
三
一
 

・
の
所
得
が
配
偶
者
控
 

除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
 

得
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人
。
②
サ
 

ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が
一
千
 

万
円
を
超
え
る
人
や
給
与
以
外
の
所
得
 

が
一
一
十
万
円
を
超
え
る
人
な
ど
で
す
。
 

な
お
、
所
得
控
除
の
主
な
も
の
は
次
 

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

●
基
礎
控
除
 

一
一
十
九
万
円
 

●
配
偶
者
控
除
 

一
一
十
九
万
円
 

●
扶
養
控
除
 

（
一
人
）
二
十
九
万
円
 

●
社
会
保
険
料
控
除
…
支
払
額
の
全
額
 

●
生
命
保
険
料
控
除
 

最
高
五
万
円
 

ま
た
、
贈
与
税
は
個
人
か
ら
財
産
を
 

も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
 

贈
与
税
の
基
礎
控
除
は
六
十
万
円
で
す
 

か
ら
、
一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
 

が
六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
贈
与
税
 

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

贈
与
税
額
が
五
万
円
を
超
え
て
一
時
 

に
納
付
で
き
な
い
と
き
は
、
担
保
を
提
 

供
し
て
五
年
以
内
の
延
納
キ
干
ノ
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
 

人
は
、
あ
ら
た
め
て
住
民
税
や
事
山
果
税
 

の
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
住
民
税
や
事
業
税
の
税
額
は
所
 

得
税
の
確
定
申
告
に
記
載
さ
れ
た
所
得
 

の
額
、
そ
の
他
の
事
項
を
基
に
県
や
市
 

町
村
が
税
額
を
計
算
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
 

納
税
者
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

「
無
料
申
告
相
談
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
」
 

▼
税
理
士
会
が
行
う
申
告
相
談
 

2
月
 27 

日
（
火
）
 

10 

時
ー
 16 

時
 

赤
池
町
商
工
会
館
 

▼
税
務
署
が
行
う
申
告
相
談
 

3
月
6
日
（
火
）
 

10 

時
ー
 16 

時
 

赤
池
町
商
工
会
館
 

※
2
月
 15 

日
以
前
で
も
税
に
つ
い
て
 

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

固
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田
川
税
務
署
 

通
信
講
座
で
 

あ
な
た
も
技
能
士
に
 

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
一
級
・
一
一
 

級
技
能
士
訓
練
課
程
通
信
講
座
の
受
講
 

者
を
次
の
と
お
叫
募
集
し
ま
す
o
 

▽
募
集
科
 

機
械
、
仕
上
、
配
管
、
板
金
、
塗
装
、
 

建
築
、
な
ど
二
十
九
科
 

▽
受
講
期
間
 

ー
カ
年
 

▽
受
講
対
象
者
 

会
社
、
工
場
な
ど
で
働
い
て
い
る
方
 

又
は
建
銃
木
関
係
工
等
で
技
能
の
向
上
 

を
志
ざ
す
方
 

学
歴
、
年
令
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

▽
申
込
み
 

い
つ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
 

▽
特
典
 

二
級
技
能
検
定
学
科
試
験
免
除
 

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
 

飯
塚
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
 

価
〇
九
四
八
ニ
ー
 

ー
四
〇
一
九
 


